
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

九

号

高
速
道
路
の
整
備
に
お
け
る
合
併
施
行
方
式
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

穀

田

恵

二

19



高
速
道
路
の
整
備
に
お
け
る
合
併
施
行
方
式
に
関
す
る
質
問
主
意
書

圏
央
道
横
浜
環
状
南
線
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
道
路
（
自
動
車
専
用
道
路
）
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、
一
般
国
道
と
有
料
道
路

を
組
み
合
わ
せ
て
事
業
を
実
施
す
る
方
式
、
い
わ
ゆ
る
合
併
施
行
方
式
（
以
下
、
「
合
併
施
行
方
式
」
と
い
う
）
が
と
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
方
式
は
、
用
地
取
得
及
び
工
事
施
行
の
一
部
を
国
と
自
治
体
が
一
般
道
路
事
業
と
し
て
行
い
、
高
速
道
路
会
社
が

残
り
の
工
事
施
行
並
び
に
有
料
道
路
の
管
理
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

高
速
道
路
会
社
が
管
理
運
営
す
る
有
料
の
高
速
道
路
を
、
国
と
自
治
体
が
一
部
を
税
金
で
負
担
し
て
建
設
す
る
も
の
で
あ

る
。
高
速
道
路
利
用
者
は
、
通
行
料
金
と
と
も
に
税
金
で
も
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
供
用
後
は
通
行
料
金
が
徴

収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
も
、
通
行
料
金
収
入
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
と
の
印
象
が
強
く
、
国
等
に
よ
る

税
金
負
担
分
が
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
は
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
高
速
道
路

の
整
備
に
お
け
る
合
併
施
行
方
式
に
関
し
て
、
そ
の
目
的
、
根
拠
、
効
果
、
手
続
き
等
の
透
明
性
、
公
平
性
等
に
つ
い
て
、
国

民
に
対
し
て
、
納
得
の
い
く
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
般
国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
道
路
法
、
有
料
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
道
路
整
備
特
別
措
置
法
を
根
拠
と
し
て
い
る
と

さ
れ
る
が
、
そ
の
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て
整
備
で
き
る
と
し
た
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
採
用
し
た
目
的
と
そ
の
理
由

一



に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

二

合
併
施
行
方
式
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

三

合
併
施
行
方
式
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
機
関
、
許
認
可
は
誰
が
行
う
の
か
。
少
な
く
と
も
税
金
を
投
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
国
、
地
方
自
治
体
と
し
て
議
会
承
認
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
手
続
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

四

一
般
道
路
と
有
料
道
路
の
工
事
を
組
み
合
わ
せ
た
合
併
施
行
方
式
で
は
、
用
地
取
得
及
び
工
事
施
行
の
一
部
を
国
と
自
治

体
が
一
般
道
路
事
業
と
し
て
行
い
、
高
速
道
路
会
社
が
残
り
の
工
事
施
行
並
び
に
有
料
道
路
の
管
理
を
行
う
と
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
区
分
け
し
て
実
施
す
る
の
か
。

例
と
し
て
、
圏
央
道
の
横
浜
環
状
南
線
に
お
け
る
実
施
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

五

税
金
で
整
備
さ
れ
た
高
速
道
路
は
原
則
と
し
て
無
料
と
さ
れ
て
い
る
。
合
併
施
行
方
式
で
実
施
し
た
高
速
道
路
に
つ
い

て
、
国
・
地
方
自
治
体
が
税
金
を
投
入
し
負
担
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
有
料
道
路
と
し
て
料
金
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
徴
収
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
高
速
道
路
会
社
が
出
資
し
て
建
設
し
た
部
分
と
税
金
で
負
担
し
た
部
分
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
、
区
分
ご
と
に
徴

収
料
金
も
異
な
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
料
金
徴
収
に
お
い
て
は
区
分
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
か
。

二



六

有
料
の
高
速
道
路
の
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
業
費
は
、
す
べ
て
料
金
収
入
で
賄
い
、
債
務
を
償
還
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
料
金
収
入
に
よ
り
償
還
で
き
る
、
す
な
わ
ち
採
算
性
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
有
料
道
路
を
整
備
す
る
前
提

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
合
併
施
行
方
式
は
、
税
金
を
投
入
し
て
、
償
還
部
分
を
小
さ
く
し
て
、
表
面
上
採
算
が

確
保
さ
れ
る
か
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
有
料
道
路
事
業
と
し
て
採
算
性
確
保
が
困
難
な
路
線
も
整
備
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
合
併
施
行
方
式
の
採
用
は
、
採
算
性
確
保
が
困
難
な
高
速
道
路
も
整
備
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
は
な
い
の
か
。

七

高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
自
動
車
専
用
道
路
に
は
、
「
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
」
及
び
「
高
速
自
動
車
国

道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
合
併
施
行
方
式
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
自
動
車
専
用
道
路

の
供
用
路
線
及
び
建
設
中
路
線
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
名
、
区
間
、
そ
の
距
離
数
、
開
通
年
月
、
料
金
徴
収
期
間
、

及
び
、
総
事
業
費
を
明
ら
か
に
し
、
加
え
て
、
総
事
業
費
の
う
ち
、
有
料
道
路
に
か
か
る
高
速
道
路
会
社
（
旧
道
路
公
団
）

が
負
担
す
る
費
用
（
以
下
、
「
会
社
等
事
業
費
」
と
い
う
）
と
一
般
国
道
に
か
か
る
国
等
が
負
担
す
る
費
用
（
以
下
、
「
直

轄
事
業
費
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
会
社
等
事
業
費
と
直
轄
事
業
費
、
そ
の
負
担
割
合
（
直
轄
比
率
）
を
常
に
明
ら
か
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


